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世
界
保
健
機
関
（
以
下
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
は
、
疾
病
の
国
際
的
伝
播
を
最
大
限
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際

保
健
規
則
（
以
下
「
Ｉ
Ｈ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
い
る
。
各
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
強
化
を
含
め
、
世
界
の
健
康
危
機
へ
の
対
応
能
力
の
構
築
・
強
化
に
関
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
お
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟

国
間
で
議
論
が
行
わ
れ
た
結
果
、
現
在
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
（
二
〇
〇
五
）
を
改
正
す
る
た
め
の
議
論
を
行
う
と
と
も
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
予
防
、
備
え
及
び
対
応
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
新
た
な
法
的
文
書
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ａ
＋ 

WHO 
convention, 

agreement 
or 

other international instrument on pandemic prevention, preparedness and response

）
（
以
下
「
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
条
約
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
向
け
た
交
渉
が
行
わ
れ
、
来
年
五
月
の
第
七
十
七
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
の
提
出
及
び
採
択
を

目
指
し
て
、
同
時
並
行
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
い
て
は
、
本
年
二
月
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
改
正
内
容
に
関
す
る
各
国
の
意
見
を
逐
条
的
に
ま
と
め
た
修
文
案
（
以
下
「
改
正
草

案
」
と
い
う
。
）
と
本
年
六
月
の
第
五
回
政
府
間
交
渉
再
開
会
議
の
資
料
と
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
事
務
局
案
（
以
下

「
事
務
局
案
」
と
い
う
。
）
が
示
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。 

一 

今
般
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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二 

改
正
草
案
や
事
務
局
案
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
改
正
後
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
内
容
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
今
後
の
政
府
間
協
議
等
に
よ
り
大
き
く
変
更
さ
れ
る
可
能
性
を
含
む
も
の
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。 

三 

改
正
草
案
に
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｒ
第
三
条
に
あ
る
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
実
施
に
当
た
っ
て
「
人
間
の
尊
厳
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
完
全

に
尊
重
」
す
る
こ
と
を
削
除
す
る
旨
の
改
正
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
正
内
容
は
Ｉ
Ｈ
Ｒ

の
実
施
に
当
た
っ
て
人
間
の
尊
厳
等
を
尊
重
し
な
く
て
も
よ
い
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
の
条
項
で
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
実
施
に
つ
い
て
人
間
の
尊
厳
等
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る

の
か
。
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
実
施
に
人
間
の
尊
厳
等
が
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
改
正
内
容

に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

改
正
草
案
の
内
容
が
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
改
正
に
反
映
さ
れ
た
場
合
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
の
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
脱
退

す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
改
正
に
よ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
事
態
は
生
じ
う

る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
に
対
す
る
救
済
を
制
限
す
る
条
項
が
盛
り
込



 

３ 

 

ま
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
が
発
効
し
た
場
合
に
お
い
て
、
我
が
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
に
対
す
る
救
済
が
後
退
す
る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
運
営
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
製
薬
企
業
か
ら
の
寄
付
等
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
運

営
に
当
た
っ
て
は
製
薬
企
業
の
意
向
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

民
間
か
ら
の
寄
付
等
が
中
心
な
の
か
、
ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
運
営
は
製
薬
企
業
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

今
般
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
様
々
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
把

握
し
て
い
る
か
。
誤
っ
た
情
報
に
国
民
が
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
政
府
は
適
時
適
切
に
情
報
を
公
表
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


